
1. Problem
盛土上に位置する宅地

3. Proposal
利 用

2. Solution
非居住地化

4. Project !
元の地形が浮かび上がる

疑似抵抗体
鋼管杭に挟まれた土塊

鋼管杭
200Φ

盛土領域
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東日本大震災で発生した地すべり ( 福島県 )

01.  方 針 －空地化と補強－

02. 敷 地

03.  提 案 03.  空 間

空地化

補強

手法 －形に従う－ プログラム

痕跡のまち
― あたりまえに暮らすまちの姿 ―

地震被害がほとんどなかった集落 ( 宮城県 )

　東日本大震災では津波による災害に隠されて、あまり大きく取り上げられることがなかった
が、地すべりによる被害が発生していた。災害が発生した場所を見ると、古くからある斜面地
の集落よりもむしろ都市近郊の住宅地に多く見られた。被害の発生した場所はそのほとんどが
盛土造成地であった。盛土造成とは起伏のある山地の谷部分を埋め立てることで住宅の敷地と
なる地面を人工的に造成することである。

　盛土造成は工業製品化した住宅を設置することのできる平坦な「敷地」を大量に生み出すた
めに行われてきた。ここには、その場所で人がいかに暮らすか、という視点はない。しかし、
よく考えてみれば、土を大量に積み上げてその上で暮らす、というのはとても恐ろしいことを
しているのではないか、と思えてきた。そこで、ここでは盛土による造成宅地における防災を
キーワードとして、郊外のあり方を考える。

　盛土造成による郊外住宅地に関して考えるのには、２つの理由がある。
１つ目は人口が減少しているからで、高度成長期、郊外開発は急激な都市人口の増加を吸収するために行われ
た。しかし、現状、人口が減少し、高齢化が進むことで、都市郊外に住むことが意味を持たなってきている。
　そしてもう１つは、土木分野において、１から高強度の造成を行う方法については新たな提案がなされてい
るものの、既存の造成地をいかに扱うかについては解決されていないからである。というより、そもそも土木
分野で物理的に解決することはできそうもない。使い方など、空間の問題として解決できないだろうか。
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　人口が減少することで他にも住む場所が空き始めているにも関わらず、危険と分かっている場所に住み続けるべきでは
ない。そこで、盛土上に住宅を持つ住民には住宅を移設してもらい、盛土上の宅地に住むことのないようにしていく。
　この空地化によって、時間をかけて均質な住宅地の中から盛土によって造成された土地があぶり出されていく。

　空地化した宅地部分は住機能が取り除かれるだけで、盛土の補強を行った上で宅地
は利用し、管理し続けていく。
　盛土の補強に関しては、盛土分割法という方法を採用する。
　盛土の縦断方向に鋼管杭を２列に並べて設置していく工法である。鋼管に挟まれた
部分を擬似的に抵抗体とみなすことで、その周囲の盛土に対して、側面に摩擦力が働
き、盛土を補強することが出来る。この工法の利点は一部に手を加えることで全体の
補強をすることが可能であるという点である。

引用：

ファブリツィオ・クレリチ　「水のないヴェネツィア」
ヴェネツィアにつきまとう不安、すなわち洪水や水没への皮肉
？

「大地のないニュータウン」
透明な存在の透明な悪意．．．

航空写真
山地のなかに突然、平坦な住宅地が現れる。
自然にはありえない風景。

緩傾斜
雨水を処理するため、

造成宅地には必ず傾斜がある。

杭基礎
高層建物の基礎は杭になる。基礎
は土留として作用することもある

建売住宅
全国どこにも建っている。換地に
合わせて曵家をしても問題ない。

谷
盛土上には川が存在せず、谷線は
盛土領域のほぼ中央に位置する。

南に緑
採光のため、

宅地南側に植栽が集中する。

インテリアのみ
内装さえあれば、十分

住む場所として考えられる。

水平の広がり
水平面は道路を挟んで向かい合う

２つの宅地に広がる。

スポーツのスケール
スポーツは環境に関わらず、それ
自体が独自の寸法体系を持つ。

水平面
スポーツのボールも農地の水も水

平面を必要とする。

小屋
最低限の内部空間があればそれで

よい。

　神戸市須磨区の名谷駅周辺を敷地として提案を行う。
　高度成長期の大阪・神戸の都心部の人口増加を受け止めるために、開発された団地で、
元は起伏に富んだ山地であった。盛土造成により、大規模宅地が生み出された。
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　造成宅地では一般的に、突然建設されたために時間の蓄積がない、そこで、その場
にその時点で存在している形態のみに基づいて、設計を行う。
　つまり、ここで考えるのは、計画に基づいて形態がつくられるのではなく、その場
に存在している形態に対して計画が場当たり的に適用されていくということである。
　すでにそこにある形態の特徴を読みとることと、使い方自体が持っている特徴を読
みとることを平行して行う。こうして得られた形態の特徴は単体ではある利用方法に
適した形態、というだけであるが、他の形態の特徴と衝突することで、新たな意味を
見出すことができる。

すでにそこにある形態の特徴 使い方自体が持っている特徴
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盛土領域の中央付近

　まちの中に突然、グラウンドや農園が広がる。自然の制約によ
りまちの中に活き活きとした空き地が広がるという点で河川敷の
ような空間といえる。
　空地はドイツのクラインガルテンという都市農園を参考として
管理と利用を行う。土地の所有者と利用者を分け、自治体が所有
する土地を市民団体が管理し、利用するという形をとる。
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既存住宅地と盛土上の宅地との境界付近
　空地の水平面の広がりに対応して、時間をかけて、場当たり的にスポーツ
のコートと農地として利用される。また、境界付近では、盛土上の農地と隣
り合う既存住宅とが一体として利用される。
　ここでは、普段全く意識されることのない地面の中の状況が地上の生活に
影響を及ぼしたといえる。

　補強に用いた列状に並んだ杭の上に人工地盤を設置し、農園に水を供給する水路として
利用する。川がない盛土上の宅地を農地として利用するため、谷線に沿って打ち込んだ杭
の上を水路として利用する。すると、埋め立てられた谷底を流れていた川が形態を引き継
いで、盛土上に上昇してくることになる。
　盛土によって、一度は完全に消去されたかにみえた過去の地形が再浮上したといえる。
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